


端末エミュレーションが必要で、

Extra! がお気に入りの方... 

...Reflection はお客様のご期待に応

えます! 
Extra!® から Reflection® へのアップグレードは驚く

ほど簡単です。Reflection を初めて起動してみると、

既存のマクロ、キーボードの割り当て、およびセッ

ションファイルは期待したとおりに動作します。ま

た、以前のバージョンの Reflection、PComm または 
Rumba エミュレーションソフトウェアをお使いであ

った場合、それらのセッションおよびマクロも問題

なく機能します。Reflection には、高度な生産性や

安全なマルチホスト接続などの信頼できる機能があ

ります。 

Reflection は、10 年前にあなたが使っていたオペレ

ーティングシステム用に設計されたアプリケーショ

ンとは違い、企業に関する Windows ロゴを獲得し

ており、デスクトップと Microsoft Office アプリケー

ションをユニークに統合したエミュレータ機能が使

用できるようになっています。 

Windows 統合によりさまざまなセキュリティ機能が

組み込まれて提供されます。これらの機能は、拡大

し続ける社内外のセキュリティ要件を満たすことを

目的としています。Windows のユーザアカウント制

御 (UAC) と統合して、ユーザによる管理機能へのア

クセスに対する制御を最大限に高め、デスクトップ

の脆弱性を最小限に抑えます。Reflection の [信頼で

きる場所] 機能は、指定した信頼できる場所からの

みユーザがドキュメントのファイルを開けるように

することで、セキュリティ違反を防ぎます。 

Reflection は、米国連邦政府の厳正な FIPS 140-2 標
準に合格した、長年の実績ある暗号化モジュールを

提供することで、送信前、送信中、送信後のデータ

のセキュリティを保護します。ホストおよびゲート

ウェイへの安全なアクセスを実現するほか、ホスト、

ゲートウェイ、およびクライアントの信頼性確認用

の追加ツールを提供します。また、PCI (Payment 
Card Industry) 監査や SOX (Sarbanes-Oxley)、
HIPAA (Health Insurance Portability and 
Accountability Act)、HITECH (The Health Information 
Technology for Economic and Clinical Act)、FISMA 
(Federal Information Security Management Act)、
Basel II、データ保護に関する新しい規制などへの準

拠に対応します。 

他社の端末エミュレータのセキュリティはサードパ

ーティのパートナー経由で提供されることがあり、

対応している認証レベルが低いのが一般的です。

Reflection はエミュレータを統合し、セキュリティ

の開発やテスト、サポートおよびサービスチームを

担当する Micro Focus 専門チームの支援を受ける単

一のベンダーソリューションをお客様に提供します。  

Reflection は、Microsoft Office アプリケーションと

シームレスに統合して、一貫したユーザエクスペリ

エンスを提供します。また、Extra! で使用していた

生産性機能がかつてないほど強化されています。

PComm、HostExplorer ソフトウェア、またはその

他のエミュレータを使用してきたユーザにとって、

これらのツールによる効率性の向上は驚くべきもの

となるでしょう。 

Reflection を使用すると、以下のことが可能になり

ます。 

• 電子メールのメッセージや Word 文書を開いて、

メッセージや文書の中に現在のホスト画面を自

動で取り込むことができます。 

• PowerPoint のプレゼンテーションに画面ショッ

トを貼り付け、ホストアプリケーション用のト

レーニングデッキやマニュアルを作成できます。 

• 情報プライバシフィルタを構成して、機密デー

タ (アカウントや個人の ID 番号など) がオンラ

イン表示されるのを防ぎます。 

• キー入力の手間と時間を節約するためにオート

コンプリート機能や自動拡張機能を利用したり、

エラーを減らすために内蔵のスペルチェック機

能を使用したりできます。 

Reflection は、単なるダム端末のエミュレーション

ではなく、強力で、生産性および安全性に優れた、

使いやすいエミュレーションセッションを可能にし

ます。 

Reflection のワークスペースから、メインフレーム、

AS/400 (IBM System i)、UNIX/Linix、または 
OpenVMS の各ホストに接続でき、セッションを必

要な数だけ開くことができます。各セッションはタ

ブ付の専用ウィンドウ内に表示されるので、すばや

く簡単にセッション間を移動できます。セッション

ドキュメントには、効率性を向上するためにカスタ

マイズできるマウスボタンの割り当て、キーボード

の割り当て、テーマファイル、ホットスポットファ

イル、およびリボンへのポインタが含まれます。 

また、ワークスペース内で Web アプリケーション

を開くこともできます。例えば、顧客データベース

からコピーした住所をお使いのオンライン地図アプ

リケーションに貼り付け、客先への道順を調べるこ
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ともできます。あるいは、Reflection .NET API を使

って、上記の操作を自動的に行うカスタムアプリケ

ーションを作ることも可能です。好みに合わせてセ

ッションを構成したら、それらのセッションをワン

クリックで開けるようにレイアウトファイルとして

保存できます。 

Reflection の高度な機能は、WindowsXP、Windows 
Remote Desktop Services、Citrix XenApp プラット

フォームや、その他の仮想化プラットフォームをは

じめとする既存の IT インフラストラクチャに対応し

ているので、すぐに活用することが可能です。 

まだ Reflection ソフトウェアをお持ちでない方は、

www.microfocus.com/products/reflection/desktop に
アクセスし、本製品の評価申請フォームに記入して

ください。Reflection のダウンロードおよびインス

トール方法が記載されたメールメッセージが送信さ

れます。 

ソフトウェアをインストールしたら、まず新しいユ

ーザインタフェースを見てみましょう。 

Reflection の起動  
[スタート] メニューから [Micro Focus Reflection] - 
[Reflection ワークスペース] を選択し、Reflection を
開きます。  

ワークスペースが開き、[ドキュメントの新規作成] 
ダイアログボックスが表示されます。いったんウィ

ンドウを閉じ、まずは Reflection のユーザインタフ

ェースに慣れましょう。 

クイックアクセスツールバーの使用  
クイックアクセスツールバーを使うと、よく使用す

るタスクにワンクリックでアクセスできます。  

 
クイックアクセスツールバーは、ワークスペース上部にあります。 

それぞれのボタンにマウスをポイントすると、機能

説明のツールチップが表示されます。  

よく使用するタスクにすぐにアクセスできるように、

このツールバーにコマンドを追加できます。追加方

法は、  または  をクリックして、[操作] リスト

内の操作を選択するだけです。 

セッションへの接続 
端末セッションを作成するには、以下の手順に従い

ます。 

1. [クイックアクセス] ツールバーから [新規ドキュ

メント] ボタン  をクリックします。 

2. 設定するセッションの種類を選択して、[作成].
をクリックします。 

 
[5250 端末ドキュメントの新規作成] ダイアログボックス 

3. [ホスト名か IP アドレス] フィールドに入力し、

[OK] をクリックします。セッションがワークス

ペース内に開きます。 

作成したセッションドキュメントを保存するには、

Reflection の [ファイル] メニューから [名前を付けて

保存] を選択して、セッションの名前を入力します。

入力したホスト情報は、ファイルに保存されます。 

ユーザーエクスペリエンスオプショ

ン 
Reflection ではユーザインタフェースモードを以下

の複数から選択できます。[リボン]、[ブラウザ]、[ク
ラシック]、[クラシック MIDI]、または [TouchUx] で
す。 

リボン 
[リボン] モードでは、最新式の Microsoft Windows 
および Office 製品のルックアンドフィールを共有し

ます。リボンの拡張可能なグラフィカルインタフェ

ースから、Reflection の機能と設定にアクセスしま

す。  
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既定では、Reflection は [リボン] で開きます。  

 
リボンのユーザインタフェースモード 

ブラウザ 
[ブラウザ] モードは、最新の Web ブラウザの多くの

インタフェースのように、ミニマリストアプローチ

を採用しています。Reflection の [ブラウザ] モード

では、[Reflection] メニューから機能と設定にアクセ

スします。 

 
ブラウザのユーザインタフェースモード 

クラシック 
[クラシック] モードは従来のメニューおよびツール

バーで、Windows XP のアプリケーションの標準イ

ンタフェースに類似しています。Extra! と Reflection 
の「スキン」が提供されます。[クラシック] モード

では、各セッションドキュメントはそれぞれ別のウ

ィンドウで開きます。クラシック MIDI モードは、

同じウィンドウで開くセッションドキュメントが開

くことを除き、クラシックモードと似ています。 

TouchUx 
TouchUX モードは、iOS、Android、および 
Windows のタッチ式ネイティブアプリケーションと

の整合性があり、モバイルデバイスでエミュレーシ

ョンを存分に利用できます。  

あらゆるエンタープライズホストアプリケーション

を、デスクトップと同じレベルの機能、使い勝手、

およびアクセスで操作できます。完全なキーボード

機能も搭載しており、データ入力は小さい画面サイ

ズ向けに最適化されています。 

 

 
TouchUx のユーザインタフェースモードは、ホストアプリケーションで最新式のタブレット (タッチ式) のユーザエクスペリエンスを提

供する 
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Reflection は、Windows タブレットデバイス上でネ

イティブに使用できます。また、Citrix XenApp 環境

で実行すれば、Android または iPad デバイス上でも

使用できます。 

インタフェースを切り替えるには、次を実行し

ます。 

1. Reflection で [ファイル] - [Reflection ワーク

スペースの設定] コマンドを選択します。 

2. [ワークスペースの設定] の下の [ユーザインタフ

ェースの構成] をクリックします。[ユーザイン

タフェースモード] リストから別のモードを選択

して[OK] をクリックします。 

3. [Reflection ワークスペース] を閉じ、次に再度開

いて、変更を確認します。 

クラシックモードまたは TouchUx モードを試してみ

た場合でも、再びリボンモードまたはブラウザモー

ドに切り替えて評価を続けることができます。  

Reflection は全画面表示で実行できます。ワークス

ペース下部の右隅にある画面アイコン  をクリッ

クして、全画面表示と通常表示を切り替えられます。

[リボン] で全画面表示に切り替えると、リボンが最

小化されます。リボンを元のサイズに戻すには、リ

ボンタブをクリックします。 

レイアウト 
いつも複数のセッションを同時に開いて作業してい

るという場合は、すべてのセッションを Web ペー

ジとともにレイアウトとして保存することができま

す。 

レイアウトを作成するには  
• Reflection の [ファイル] メニューで、[レイアウ

トの保存] を選択します。 

レイアウトを開くと、Reflection ではそのレイアウ

トを保存した時に開いていたドキュメントがすべて

開きます。また構成済みのセッションに接続され、

保存時と同じサイズと位置にワークスペースが復元

されます。  

端末セッションと Web ページは、お使いのコンピ

ュータのリソースが対応できる数だけ開くことがで

 

 
 
並べて表示されているウィンドウ内の各セッション 
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きます。それぞれの Web ページは、ワークスペー

ス内の専用タブの中に開きます。セッションを左右

に並べて表示したい場合は、セッションドキュメン

トをタブではなくウィンドウに表示します。 

統合 Web セッション 
Reflection には統合 Web ブラウザがあり、ワークス

ペース内に Web ページを開くことができます。  

ワークスペース内に Web ページを追加するに

は、以下の手順に従います。 
1. [クイックアクセス] ツールバーから [新規ドキュ

メント] ボタン  をクリックします。 

2. [ドキュメントの新規作成] ダイアログボックス

で、[Web] を選択して [作成] をクリックします。 

[URL] ボックスに、MapQuest や Google マップなど、

お使いのオンライン地図アプリケーションの URL を
入力して [OK] をクリックします。  

その Web アプリケーションが、ワークスペース内

の専用タブの中に開きます。  

[検索] 
文字列検索機能は、現在使われているのアプリケー

ションの多くに備わっている標準的な機能です。

Reflection はその標準を上回り、デスクトップ、

Google、および開いているすべてのセッションドキ

ュメントの画面履歴を検索できます。 

 

また、現在のドキュメントが、ホストセッションや

セッション、設定ページまたは Web ページであっ

ても、もちろん検索することができます。 

Windows との統合 
Reflection は、Compatible with Windows 7 ロゴ、お

よび Compatible with Windows 8 ロゴを取得してお

り、Windows  10 に備わるセキュリティと生産性の

強化機能が活用されるように最適化されています。 

例として、Reflection アクセス許可マネージャと 
Windows のユーザアカウント制御の統合があります。

ユーザが Reflection で実行できる操作を、細かく指

定できるようになっています。 

Reflection に実装されているリボン UI は、強力で効

率が良くカスタマイズ可能なユーザエクスペリエン

スを提供し、お客様の業務の要求に応えます。 

例えば、ホストアプリケーションの情報をコピーし

て別のホストのアプリケーションに貼り付ける必要

があるとします。この操作を自動化することにより、

キー入力の手間と時間を節約できます。 

ご自分で試していただくために、ホストセッション

を 2 つ開いてから、以下の手順に従ってマクロを収

録してください。 

マクロの収録 
1. ホストアプリケーションにログインします。 

2. リボンの [ツール] タブで [マクロの収録] ボタン 
 をクリックして、収録を開始します(このボ

タンが表示されていない場合は、ウィンドウを

拡げます)。 

3. コピー元のセッションで、コピーするデータを

含む画面に移動します。 

4. データを選択し、右クリックして [コピー] を選

択します。 

5. データのコピー先のセッションで、データを貼

り付ける画面に移動します。 

6. カーソルを合わせ、右クリックして [貼り付け] 
を選択します。 

7. [収録の終了]  をクリックします。 

8. 収録完了ダイアログボックスで、[共通プロジェ

クトに保存] を選択します。 

9. マクロに名前を付けて [OK] をクリックします。 

マクロの実行 
1. マクロを作成したホストアプリケーションにロ

グインします。 

2. [セッション] タブの [マクロ] グループで [マクロ

の実行] をクリックします。 

検索範囲を選択するには、ワークスペースの右上隅にある [検索] 
ボックスに検索文字列を入力し、虫メガネのアイコンの隣にある

下向き矢印をクリックします。 
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3. [マクロ実行] ダイアログボックスで [Reflection 
ワークスペースマクロ] を選択します。 

4. [マクロ] ダイアログボックスから、[共通] を選択

します。それからそのマクロを選択して [実行] 
をクリックします。  

このタスクが頻繁に実行されると考えられる場合は、

内蔵の UI デザイナユーティリティを使って、新しい

マクロとしてボタンをリボンに追加することができ

ます。 

リボンへのボタンの追加 
1. ワークスペースで、マクロを実行するセッショ

ンのタブをクリックします。 

2. リボンの [外観] タブで [UI デザイナ] をクリック

します。 

3. リボンのイメージの中から [マクロ] グループを

選択します。 

 

4. 以下の [コントロールの挿入] 画面で [ボタン] を
クリックします。 

[マクロ] グループに新しいボタンが追加されます。

 

5. [設定] 画面で [操作の選択] をクリックします。 

6. [操作] リストから、[Reflection ワークスペース

マクロの実行] を選択します。 

7. [アクションパラメータ] の下で、[マクロの選択] 
をクリックしてから、共通 VBA プロジェクトを

選択します。  

8. ボタンと関連付けるマクロを選択してから OK 
をクリックします。 

9. UI デザイナーの [設定] 画面で、[「Reflection ワ
ークスペースマクロの実行」の設定を変更する] 
を選択します。 

10. ラベルを変更し、ツールチップを追加します。 

11. 終了したら、[OK] をクリックします。 

リボンの [セッション] タブに新しいボタンが表

示されます。 

ホストセキュリティの強化 
顧客の機密データを取り扱う際には、複数のレベル

で対応できるセキュリティが必要になります。 

米国連邦政府は Micro Focus  の大口顧客ですが、製

品のセキュリティ機能に対して最高レベルの要求を

しています。例えば、強力なデータ暗号化に対する 
FIPS 140-2 や、強力な証明書ベースの 2 要素認証に

対する国防総省 PKI、FDCC/USGCB (Federal 
Desktop Core Configuration/United States 
Government Configuration Baseline、Reflection がセ

キュリティ保護されたデスクトップ構成に対応でき

ることを証明するもの) などがあります。 

Reflection の高レベルのセキュリティは、PCI 監査、

SOX (Sarbanes-Oxley)、HIPAA、HITECH、および 
Basel II によって推進される非政府系要件や業界規

制への準拠を支援します。 

ミッションクリティカルなホストデ

ータの保護 
Reflection には、顧客データを保護し、デスクトッ

プのセキュリティを確保するための情報プライバシ

機能が用意されています。 

プライバシフィルタの設定 
プライバシフィルタを使用すると、暗証番号のよう

な大切なホストデータを保護し、そのデータが出力

されたり、保存されたり、コピーされたりするのを

防ぐことができます。 

顧客の電話番号を保護する場合をみてみましょう。

Reflection を使えば、簡単に実行できます。 

1. リボンで [ファイル] - [Reflection ワークスペース

の設定] コマンドを選択します。([ブラウザ] モー

ドでは、[Reflection] メニューから、[設定] - 
[Reflection ワークスペースの設定] (Reflection 
Workspace Settings) コマンドを選択します。)  

2. [Reflection ワークスペースの設定] (Reflection 
Workspace Settings) で、[情報プライバシの設

定] をクリックします。 

3. [プライバシフィルタ] で [追加] をクリックします。  

4. [プライバシーフィルターの追加] で、説明を入

力し、[単純表現] を選択してから、ボックスに # 
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記号を入力して、保護するデータ桁数を表示し

ます。例えば、次のように入力します。 

 ###-###-#### 

これらの番号は、ホストシステムでの表示に使

われている形式で入力してください。入力され

た電話番号にハイフンが使われていたり、いな

かったりする場合は、ハイフンなしの別のフィ

ルタが 2 つ必要です例えば、次のように入力し

ます。 

##########    
 

5. [プライバシフィルタ特別編集ルール] で、デー

タの特別編集方法を指定します。 

• [スクラッチパッド] や [最近の入力履歴] など

の生産性機能によって機密データが表示さ

れないように特別編集するには、[特別編集

の有効化 (エクスポートされたデータのみ)] 
を選択します。 

• 画面のデータを特別編集するには、[表示デ

ータを特別編集する (サポート対象端末: 
IBM)] を選択します。 

6. [OK] をクリックして、変更を保存します。 

7. データが特別編集されることを検証するために、

電話番号データを表示するホストアプリケーシ

ョンに接続します。 

クレジットカードデータの保護 
組織が PCI DSS (Payment Card Industry Data 
Security Standard) の要件を満たすように、Reflection 
は、IBM のホスト画面で入力または保存されている

クレジットカードまたはデビットカードのデータを

自動的に保護することもできます。クレジットカー

ドデータを保護する場合をみてみましょう。 

1. リボンで [ファイル] - [Reflection ワークスペース

の設定] コマンドを選択します。([ブラウザ] モー

ドでは、[Reflection] メニューから、[設定] - 
[Reflection ワークスペースの設定] (Reflection 
Workspace Settings) コマンドを選択します。) 

2. [Reflection ワークスペースの設定] (Reflection 
Workspace Settings) で、[情報プライバシの設

定] をクリックします。 

3. [プライマリアカウント番号 (PAN) 検出ルール] - 
[シンプルな PAN 検出] コマンドを選択します。 

4. [プライマリアカウント番号 (PAN) 特別編集ルー

ル] で、[特別編集を有効にする (エクスポート済

みデータのみ)] - [表示データを特別編集する (サ

ポート対象端末: IBM)] - [入力中にデータを特別

編集する (サポート対象端末: IBM)] を選択しま

す。 

5. [OK] をクリックして、変更を保存します。 

6. クレジットカード番号を入力するのに十分な長

さのある入力フィールドを含むホストアプリケ

ーションに接続します。 

7. 財布からクレジットカードを取り出して、入力

フィールドに番号を入力します。最後の数字を

入力する時に、最後の 4 桁以外のすべてのクレ

ジットカード番号が特別編集されることに注意

してください。 

安全なファイル転送 
Telnet や FTP のような従来のプロトコルは、本質的

に安全ではありません。これらのプロトコルでは、

機密のホストデータがリスクにさらされます。 

Reflection は、お客様のニーズに合わせて、そのよ

うなリスクの管理を支援し、既存のセキュリティイ

ンフラストラクチャ、ユーザレベルのセキュリティ

機能、および今日の厳格なセキュリティ要件を満た

す暗号化技術に包括的に対応します。幅広いホスト

への対応に併せて、このレベルのセキュリティを提

供できるのは、競合他社の製品にはありません。 

ユーザ生産性の向上 
エンドユーザの生産性の向上は、お客様のビジネス

目標を達成するのに不可欠です。オートコンプリー

ト、自動拡張、スペルチェック、スクラッチパッド、

最近の入力履歴、画面履歴 などの機能を使うと、暗

号化された従来のホストアプリケーションを最新の 
Office アプリケーションのように動作させることが

できるため、日々の業務の中で多数のキー入力の手

間を省き、呼び出し回数を減らす一方で、顧客満足

度を高めます。 

これらの機能が、システムに入力されるデータの品

質を向上させるということも重要です。これらのツ

ールすべてを備えたエミュレータはほかにありませ

ん。 

Reflection は現行バージョンおよび旧バージョンの 
Office アプリケーションと統合されているため、ボ

タンをクリックするだけで、ホスト画面から Word 
文書やメールメッセージ、PowerPoint スライドにデ

ータをコピーできます。 
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ホスト画面のメール送信 
営業担当者が、顧客アカウントの詳細な情報を必要

としていると想定しましょう。データを送信するこ

とは以下の手順 (1-2-3) のとおり簡単です。 

1. 目的の画面に移動して、[セッション] リボンの 
[オフィスツール] ボタン  をクリックします 
(またはブラウザモードでは、[Reflection] メニュ

ーから [表示] - [オフィスツール] コマンドを選択

します)。 

[オフィスツール] 画面が開きます。 

2. [オフィスツール] 画面の [新規作成] の下にある 
[メールメッセージ] をクリックします。 

Reflection から Outlook の新規メールメッセージ

が開きます。ここには現在の画面の内容が貼り

付けられています。画面に口座番号や電話番号

がある場合は、メールに貼り付けられた画像を

確認してみてください。プライバシフィルタを

設定してあるため、機密情報はメールメッセー

ジの画面イメージ内では隠されています。 

3. 電子メールの送信先と題名の行を入力し、[送信] 
をクリックします。 

ホスト画面のすばやい検索 
Reflection の画面履歴機能を使えば、以前の画面に

実際に戻らなくても、ホスト画面を確認して、それ

らの画面を Office アプリケーションで使うことがで

きます。 

リボンの [セッション] タブにある [画面履歴] ボタン 
 をクリックして、画面履歴を表示します([ブラウ

ザ] モードでは、[Reflection] メニューから、[表示] - 
[画面履歴] コマンドを選択します)。  

ホスト画面を 4 ～ 5 種類表示させてから、[画面履

歴] 画面内でのそれらの外観を確認してください。

 

ここで、宅配業者から電話があり、客先への道順を

確認したいと言われた場合を想定します。ワークス

ペースで Web セッションを開いているオンライン

マップアプリケーションに顧客の住所を入力する必

要があります。  

その顧客データの画面は、以前にも表示したことが

あります。前の画面に実際に戻らなくても、次の 2 
つのいずれかの方法で [画面履歴] を使えば、その画

面を表示してクーリエに必要な情報を教えることが

できます。 

1. いくつかの画面を確認するだけの場合は、[画面

履歴] 画面をスクロールし、該当する顧客データ

画面をクリックして、メインセッションウィン

ドウに表示します。 

または 

多数の画面を確認する場合や、必要なデータが

小さくて読みにくい場合は、以下の手順を実行

します。 

a. リボンの上にある [検索] ボックスに顧客の

名前を入力します。 

b. [検索] ボタン  の下向き矢印をクリック

して、[画面履歴検索] を選択します。 

検索結果は端末ウィンドウの下に表示されるの

で、必要なデータがある画面にすばやく移動で

きます。 

2. 顧客の住所までの道順を確認するには、住所を

コピーしてから、オンライン地図アプリケーシ

ョンのタブをクリックして、目的地住所のフィ

ールドにその住所を貼り付けます。 

このような問い合わせにも簡単に対応できます。 

Reflection の生産性機能は、データ入力とホスト移

動を迅速化し、ユーザの効率性を高めるとともに、

データ入力のエラーを減らします。 

ホスト画面の最新化 
Micro Focus Plus Screen Designer を使用すれば、従

来のホストアプリケーションを最新のアプリケーシ

ョン機能で最新化できます。  

Screen Designer を使用することで、従来の IBM ホ
ストアプリケーションに、最新の UI 要素 (ドロップ

ダウンリスト、ボタン、日付ピッカーなど) を簡単

に追加できます。    

ドロップダウンリストは、旧式の番号の付いたオプ

ションリストを最新式のドロップダウン選択リスト

に置き換えます。 
[画面履歴] 画面 
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カレンダは、手動の日付入力をグラフィカルなカレ

ンダによる日付ピッカーに置き換えます。 

 
 
ホスト画面に新しいボタンを追加して、マクロの起

動やその他の操作を実行するようにボタンを設定で

きます。 

 
 

アマチュアプログラマーに朗報 
Reflection には、VBA、HLLAPI、DotNet/C# という

ビジネスプロセスを自動化するための多くの先進の

ツールが付属しています。残念なことに、多くのプ

ログラマーでない人たちは、自動化により効率性を

高めることができませんでした。 

しかし今では違います。Reflection がサポートする

自動化プラットフォームに、ビジネスユーザーが待

ち望んでいた Express Macro Language (EML) が追

加されました。 

EML は、プログラマーでない人たちが IBM ホスト

でよくあるタスクを自動化するために、すばやくス

クリプトを記録でき、またさらにカスタマイズする

ための高レベルのドラッグ&ドロップツールも用意

しています。 

さらに、EML オートメーションは幅広い Micro 
Focus 製品全体で使用できるため、投資の価値を保

護できます。 

 
Express Macro Language (EML) は、オートメーションファミ

リーの最新メンバーです。 

IT 柔軟性の最大化 
IT インフラストラクチャは、常に進化し、ますます

複雑になっています。お客様の投資収益率を最大化

するためにも、デスクトップアプリケーションは、

その他のコスト節約型の IT 技術に対応しそれらの技

術を活用する必要があります。 

Reflection は、IT の複雑さに対処するために必要な

柔軟性を提供します。Reflecion の管理ツールを使う

と、Reflection を自由にカスタマイズして、お客様

の業務要件を満たす配布パッケージを作成できます。  

Reflection は、Microsoft Active Directory、Microsoft 
Group Policy 技術、および各種の仮想化技術をはじ

めとする既存の IT インフラストラクチャコンポーネ

ントからなる構成に対応しています。実際に、

Reflection は、Citrix Ready ロゴを取得した最初のエ

ミュレータです。Reflection をこれらの製品ととも

に使用するケースの詳細については、Micro Focus 
サポートサイトを参照してください。 

Reflection は、ユーザ認可および認証を処理するた

めにお客様がお使いのセキュリティインフラストラ

クチャ内で機能し、Kerberos や PKI 証明書を利用し

た 2 要素認証 (2FA) などに対応します。 

また、Reflection は、 Micro Focus Host Access 
Management および Security Server (MSS) と一元化

されています。この強力なアドオンは、既存の ID 管
理や認証インフラストラクチャをホストシステムに

接続して、ホストセキュリティを向上させます。 

また、MSS により、Reflection 端末エミュレーショ

ンの構成を一元的に管理して、会社全体の数百、数

千人ものユーザに配布できます。  
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現在の Micro Focus 端末エミュレーションのソリュ

ーションはすべて、IPv6 および 64 ビットコンピュ

ータに対応しています。また、現在 Micro Focus は、

企業の仮想化技術に広く対応することに重点的に取

り組んでいます。 

Micro Focus は約 30 年間にわたり、最新技術に対応

する IT ソリューションを開発してきました。進化を

続けるお客様のビジネスのために、Micro Focus は
お客様の IT 投資を最大化し、IT 組織の柔軟性を可能

な限り実現するソリューションの構築に全力を尽く

します。Micro Focus は新旧技術の橋渡し役となり、

お客さまが最新の業界イノベーション活用でき、そ

して以前の投資を活用できるようにします。   

移行および対応の簡略化 
デスクトップアプリケーション間の移行は簡単な作

業ではありません。これらの移行には、多大な時間

とリソースを要することがあります。 

複数のエミュレーション製品を使用しているという

ことは、貴重な IT リソースの浪費を継続的に引き起

こすことにもなります。問題は、長年にわたって作

成してきたカスタムマクロ、キーボードの割り当て、

および設定ファイルを失わずに、また、ユーザの日

常業務を中断せずに、いかにして単一ソリューショ

ンに統合するかを決定することにあります。このソ

リューションこそ Reflection なのです。Micro Focus 
の実績あるツールおよびサービスを使えば、

Reflection の単一エミュレーションソリューション

を標準化できます。 

Reflection に内蔵されている互換性ツールは、強力

なマクロ、キーボードの割り当て、および設定ファ

イルを実行することで、業務中断のリスクを最小限

に抑えます。 

Reflection は、どの競合他社の端末エミュレーショ

ン製品よりも深いレベルで Windows 7、Windows 8 
および Windows 10 に対応しています。また、広範

なセキュリティオプションと独自のユーザ生産性ツ

ールを備え、従来および未来の技術に幅広く対応し

ています。 

Reflection をエミュレーションのユーザに提供する

ことによって、強力な機能、強固なセキュリティ、

Windows 統合という、他にはない機能を活用できる

ようになります。重要な点は、お客様の準備さえ整

えば、Reflection はいつでも Windows 7、
Windows 8 および Windows 10 に対応可能だという

ことです。 
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